
 

 

第４学年 算数科学習指導案 
 

日 時 平成３０年１０月５日(金) 第５校時 

児 童 ４年１組 男子１５名 女子１２名 計２７名 

指導者 ＊＊＊＊ 

 
１ 単元名  広さを調べよう 
 
２ 単元について 
(1) 児童について 

  
  －省略― 
 
 
 
 
 

(2) 指導にあたって 
 本単元の指導にあたっては、１㎠の正方形の数を数える活動を丁寧に行い、公式を作り
出す過程を重視する。また、面積の意味や直接比較、任意単位による測定を行い、面積を
比較する活動を通して、面積についての基礎的な学習をしてきており、本単元では、長方
形や正方形を組み合わせた複合図形の面積を求めることにより、面積を求める図形の幅を
広げていきたい。 
「話す・聞く、学び合う」活動については、上記の児童の実態をふまえわからない時も

途中までの考えを説明し、続きをみんなで考えたり、ペアで確認し合ったりする学習を取
り入れてきた。高学年に向けて、多様な考えにふれたり説明をしたりできるように、ペア
学習だけでなく、人数を少し増やしたグループでの話し合いも取り入れていきたいと考え
ている。 
本時の指導では、これまでの既習事項を生かして、問題を解いていける楽しい場面であ

る。長方形や正方形を組み合わせた図形の面積の求め方として、長方形に分ける方法や、
全体を大きな長方形と見て欠けた部分を引く方法を、言葉、図、式を用いて考え、説明す
ることで、より簡単に面積を求める方法を理解し、筋道立てて説明しようとする態度を育
てていく。まず、つかむ段階では、一種類の考えを全体で確認し、その後、別な解法を自
力で考えさせる。その際、児童は、図形の分割の仕方や図と式の関連において、式をどの
ように表現すればよいかで迷うと予想される。そこで、自力解決後にグループ学習を取り
入れ、グループで学び合いながら、分割の仕方と、図や式との組み合わせ方を共通理解さ
せたい。そしてその後の全体学びでは、それぞれの考え方から共通性を見つけ一般化を図
るようにしていきたい。 

 
３ 単元の目標 

◎面積について単位と測定の意味を理解し、面積を計算によって求めることができるようにす
るとともに、面積についての量感を豊かにする。  

〔関心・意欲・態度〕  
○面積を数値化して表すことのよさや、計算によって求められることの便利さに気づき、身 
の回りの面積を求めるなど生活に生かそうとする。 

〔数学的な考え方〕   
○面積について、量や乗法の学習を基に、単位の何こ分で数値化して表すことや、辺の長さ 
を用いて計算で求められることを考え、とらえることができる。 

〔技能〕        
    ○長方形、正方形の面積を公式で用いて求めることができる。  

〔知識・理解〕     
○面積について、単位と測定の意味や、長方形や正方形の面積は計算によって求められるこ
とやその求め方を理解し、面積についての量感を身につける。 
 
 
 
 



 

 

４ 本時の指導 

(1) 目標 

  既習の長方形や正方形の面積を求める学習を活用して、長方形を組み合わせた図形の面積

の求め方を考え、面積を求めることができる。 

 

(2) 本時の評価の観点と具体の評価規準 

評価規準 Ｂおおむね満足できる Ｃ支援を要する児童への手立て 

【考】長方形を組み合わせた図

形の面積の求め方を、求積方法

が既習である長方形や正方形に

分割するなどして考え、図や式

などを用いて説明している。 

 図形を、長方形や正方形に

分割したり、変形したりさせ

て考え、説明することができ

る。 

補助線をどこに入れたらよい

かや、縦や横の数値を図に書き

込ませるなどの支援する。 

 

(3) 本時の展開（５／１１時間） 研究テーマとの関連＝☆ 

段

階 
学習活動 指導上の手立て（評価） 

 

つ
か
む 

 

（
10
分
） 

１ 問題把握 

 

 

 

 

 

 

 

２ 課題設定  

 

 

 

３ 見通し  

  ・どのようにしたら面積を求められるか。 

  ・長方形、正方形にすれば公式が使える。 

  ・補助線を引く。 

 

  ・Ｐ.１９しんじの求め方を全員で解く。 

 

 

 

 

 

 

  

・分けてたす方法 

  ・分けて動かす（移動させる）方法 

  ・大きいものから小さいものを引く方法   

 のような形の面積を求めましょう。 

 

 

 

 

・図を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・まず、１問は全員で解き、求め方の手 

順で大切なところを確かめさせる。 

・補助線はマス目にそって長方形になる 

ように引かせる。 

・式を確かめ、１つの式で表すことがで 

きるようにする。 

の形の面積の求め方を考えよう。 

・今までの図形と違

うところを確認す

る。 



 

 

考
え
る 

（
20
分
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４ 自力解決  

 ＜切ってたす＞（たくみ） 

   

 

 

 

 

式 ２×３＋２×６   

＝６＋１２ 

＝１８  

 

 ＜大－小＞（かおり） 

 

 

 

 

 

 

 ＜移動＞（ゆみ） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・マス目のある図のプリントを配布する。 

・斜めに分割してしまった児童について

は、求めることができないことを確認

し、分割の仕方を考え直させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分割で困っている児童には、しんじさ 

んの考えをもとに、２つの長方形に分 

けることを促す。 

・たてや横の長さが分からない児童には、

となり合った辺に着目させる。 

・式の数値が、図のどの部分を表してい 

るのか考えさせる。 

 

・たくみ、ゆみ、かおり以外の考え方に 

ついては、児童から出た場合は取り上 

げる。 

 

５ 学び合い 

(1)グループ学習（３人） 

 グループで、自分の考えを出し合う。形の

変形の仕方や答えを確認し合う。 

 

(2)全体学び 

様々な解き方を知り、それらを分類し、共

通点を話し合う。 

 

＜くっつけてわる＞ 

   

 

 

 

 

６ まとめ 

  のような形の面積は、長方形や正

方形の形をもとにして考えれば求める

ことができる。 
 

 

☆グループ学習では、自分と同じ考え方か

どうか、異なる時は、そのよさなどにつ

いて気づかせる。 

☆変形したものの、途中で計算が止まって

いる児童について取り上げ、みんなで考

えを深める。 

・ゆみさんの考え方が出なかった場合は、 

全体学びの中で取り上げる。 

☆どの計算方法でも答えが同じになるこ

と、全て長方形や正方形に変形させれば

よいことに気づかせる。 

・くっつけてわる方法を教師から提示し、

考え方を広げる。 

 

 

 

 
 

《評価》【考】 

 長方形や正方形に分割するな

どして考え、図や式などを用いて

面積の求め方を説明することが

できる。（説明、ノート） 

 

式 ２×３＋２×３＋

２×３＝１８ 

（２×３×３） 

式 ４×６－２×３

＝２４－６ 

＝１８ 

式 （２＋４）×３ 

＝６×３ 

＝１８ 

式 ３×６＝１８ 式 ２×９＝１８ 

式 ６×６÷２ 

  ＝３６÷２ 

＝１８   

《評価》【考】 

 長方形や正方形に分割するなどし

て考え、図や式などを用いて面積の求

め方を説明することができる。（説明、

ノート） 

 



 

 

生
か
す 

 

（
15
分
） 

７ 評価問題  

 

 

 

 

 

 

８ 振り返り 

 

 

・Ｐ．２１△６について考えさせる。 

・１つの長方形に変形する方法も、提示 

する。 

・解き方は１人とし、答えが同じになっ 

ているか確認する。（時間がある場合 

は分割や分類について取り上げる。） 

 

・今日の学習で使った考え方やわかった 

こと、他の人の解き方はどうだったか 

について記述させたい。 

 

 

 

 

 

 

  

 


